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台湾の面積は九州にほぼ等しいが昆虫相は日本全土の

それの数倍といわれるほど複雑で, 甲虫類とりわけ食養

コカ'ネムシについても例外ではない。
筆者は1971年以来9 回にわたりこの地を訪れ, 主とし

て食装コガネムシの調査を行なった。 また, 1975年S月
には中村慎吾氏のご紹介で台湾省農業試験所 ( 旧台北大

学) の標本を検する機会をもっことができた。

この報文は調査を通じて得られた事実と, 従来台湾か

ら記録されている種の再検討を中心に解説を試みたもの

である。

本文をまとめるにあたり, 野村鎮氏, 中根猛彦博士に

は種々 のご教示を わった。  また, 三宅義一,  石田正

明, 酒井香, 横山創, 秋山黄洋, 露木繁雄の諸氏から資

料等のご提供をいただいた。 さらに中村慎吾, 朱曜沂,
邱瑞珍, 維寿, 林茂成, 杜欽 , 杜欽明, 今技真弓,
張秀香, 黄鋼各位のご協力があった。 これらの諸氏に対

し深甚なる謝意を表したい。 ,

〔注〕 1) 和名に * 印が付いているものは新称, または改称。

2) 解説中, 三輪の記録として地名があげられているものは
. 1931年発表のカタログからの引用。

3) 戦前の記録の中には, 分布に疑問がもたれるものが少な
くない。 それはある理由で他地域の標本が混入したため

である。 ひとたび記録に載ると, 分布していないとい5
立証はきわめてむずかしくなる。 そこで率.者は未確認種
について学名の頭にx印を付けることとした。
Species ma rked ' a re foun d in r eco rd f r om Fo mosa

but the author was not able to con fi r m thei r in-
habitation. Parts of pre-War records are unreliable.

Presen t add ress: 890-30,  Kamigocho,  Totsu;ka-ku,
Yokohama city, Kanagawa Prof. (〒247)

台湾産食葉コ ガネムシ類の解説

Trogidae コプスジコガネ科

野村 (1974) によると従来 T. (0morgus) obscurus
と記録されていたものは T. (0.) chinensis であり,
T. (0.) clunensis とされていたものはT. (0.) pau-
1ian,' であるというo したがって三輪・ 中条 (1939) お

よび加藤 (1933) のカタログや図鑑はそれぞれ読み替え

の必要がある。また, 野村は1973年にT. (s. str ) for-
mosanus を発表している。  この他,  加藤はコガタコプ

スジコカーネなるものを図示しているが, 台湾産か否かの

疑開があり, また, 真のTro.a: でないかもしれない。

Troχ (0morgus) paul iani HAAF
オーコブスジコ力'ネ*

14 mm にも達する大型コ 7' スジコカ'ネである。(写真1)
墾丁で得られているo三輪は T. (0.) cl,inensisとして
卑南, 恒春, 膨湖等を記録している。

T. (0.) chinensis BoH. オオコプスジコカーネ

墾丁で採集, 三輪はT. (0.) obscurusとして埔里を
記録している。 (写真2 )
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写真1 T ro (0morgus) pau l ia,ni HAAF
写真2 T. (0.) chinen.sis BoH.



ELYTRA,  Vol. 3, Nos.1/2 (May 1976)

T. (s. str ) formosaaus NOM.
タカサゴコプスジコガネ*

本種は, T. (s. str ) opacotubercuiatusに似るが,
上ialの 起は非常にこまかい淡福色の剛毛を装い, 点刻
列は両側に類粒を具えないなどの点で区別できるとい

う。 霧社から記録された。

T. (s. str ) oPacotttberculatus MOTS.
ヒメコプスジコ力'ネ

密起湖で採集されている他, 三輸は阿里山, 埔里など

を記録している。

XT. (s. str ) scaber (L ) チビコプスジ: '力'ネ
三輪は六 , Hokko を記録しているが未確認。

Geotrupidae センチコガネ科
戦前の記録の中には分布に疑間を持たれるものが少な

くない。  (前ページ脚注参照) なお, 戦後この地から数

極の新種が発表されている。

1. B olbocer in i

野村がl 973年に1 新極を発表しているが, それ以外の

極の最近の記録を見ない。

Bolboceroso,na lkiyoyamai NoM.
キョヤマセンチコガネ*

密記湖から得られたもので体長15.5 mm , 上面がまっ

たく黒色のセンチコガネである。

以下に述べる各種は三輪が記録し, 一部は加藤の図鑑

にも示されているが, 分布が確認できなかったもので,
中には台湾産でないと思われるものも含まれている。

XBotbocerosoma nigroplagiatum (WATERH. )
ムネアカセンチコカ'ネ

記録 : 台北 (三輸)

XBotbe lase' 'tus co reant‘s (KOL )
トビイロセンチコガネ

記録: 甲仙埔, 埔里(三輪)  (図一加藤)

' Botboceras calanus WEST.
オオクリイロセンチコカ'ネ

記録 : 基隆 (三輪)  (図一加藤)

XBotboceras quadridens (F)
ト ケ'ムネセンチ ・ 力ーネ

記録 : 六 (三輪)  (図一加藤) 農業試験所所蔵標本
には素木のラベルがっけられていた。

Betheり,1!)os dat,idi FRM. エグリセンチコガネ
記録 : 南投, 屈 山 (三輪),  5 月三輪のラベルであ

った。 (同試験所)

2. Geotrupini
3 種の分布が確認されている。 加藤はEaoPtotruf'os
に属する1 種を(Geotrupesとして) 図示しているが,
この種の分布は疑わしい。

Geotrttpes (P11e1otrupes) substrtatetluS FRM・
クロセンチコ力'ネ

おもに山地に見られる。黒色で光沢がなく上 の条i薄
が痕跡的である点で他と区別される。 の前a {背前縁部
は単純, では中央がわずかに実出し浅い満を有する。
起湖, 梅峰, 南山溪などで得られているほ力.,, 三輪は
阿里山, 花蓮港, Noko, を記録。  (写真3)

' l

写真3 G (P ) subst ria tel lus FRM a - b -

G. (P) formosa;It‘s MIWA タイ ワンセンチコカネ

日本で得られる G. (P ) laevistrtat,‘sの 種とし

.   て記載されたが,  これとは体
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写真4 G. ( P ) fo r lno-
s m us MIwA ( ・

G. ( P ) inst‘tana HOWDEN

タカサコ'センチコカ'ネ*
前種に似るが前胸背前縁中央附近に明らかなV字型の
薄を具える。 番起湖などで採集されている。

Enoj,1otrupes (s. str ) sharpi JORD et ROTHSCH.

ツ ノセンチコ ガネ

幅があり前 背前縁中央がわ

ずかに突出し, 浅いfl ｣を有す
ることで区別がっく。 また,
前極とは上面に光沢があり,
上翅薄が明瞭な点で判別は容

易。 起湖, 南山漢上流など
山地で得られる。 三輪は阿里
山, 埔里などを記録。

f ﾊ直4  
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加藤は本種を(;eotrupes sl,arpi FRM. としているo るo 石垣島から発表されたが, 後に墾丁からも記録され

た。  (図1-1) 業試験所標本中にも見出された。

Hybosoridae アツバコガネ科
本邦と共通極を加え野村は別属 l 種を発表している。
また加藤は0rpht!“s impress WEST. なるものを図て
示しているが分布は疑わしく, 野村氏によると万一, 分
布しているとすれば, 0. crib,-ate11us FRM. であろう
と いわれる。

Phacochrous emarginatus CAST.
フチトリアツパコガネ

各地にきわめて普通に見られ, 腐肉を好み 火に飛来

する。三輸らも記録。

Pfiaeoc11rooj,s taiu,ant‘s NOM.
タイワンアツバコ力'ネ*

前胸背が小さく上翅は前方に向かい狭まっており, 上
にやや長毛をまばらに装っているので容易に区別がっ

く。 密起湖で得られている。

Scarabaeidae コガネムシ科

0chodaeinaeアカマダラセンチコガネ亜科
このlift科の記録はいずれも col,odaeusに属する。 加

藤が 0chodaeus sp. ヒメアカマダラセンチコガネとし
て図示しているものは台湾産か否か明らかでなくまた,
別属の可能性がある。

黑沢 (l968) に従い台湾産の0chodaeusを分けると
およそ次のようになる。

台湾産 0choda,eusの検索
1(2) 短i項 (長さ : 幅≒l : 1_35), 頭楕は両限間でわずかにのみ

突出。 asahina i Y. KUR.

2 (1) 頭部はほぼ長幅同等またはわずかに長い, 頭相は突出す
るa . .

316) 前ﾉ' q背は掲 ~黄色がかり,  大小の基部に達する紋が �䜚
時に両側に小紋を具える。

4 (51 体色は暗赤褐色(暗い赤みがかった褐色) , 前胸背板面の紋
はより大きいが変化ある。頭構は強く実出。後頭は広くえ
く'られる。 for ,,lesa'' s Y. KuR.

5t4) 体色はより明るく資土色~黄福色 , 前胸背板面の紋はより
小さく , 頭権はそれほど突出せず, また後頭はえぐられな
いo rant ;Io' e las (W IED )

613) 前的背板板面は黒色, 両側ははば広く淡黄土色に緑どられ
その中央に小点教あり。 前頭は両眼前縁間の横隆起により
頭頂および後頭と界される。 そしてその隆起は中央で広く
中断されるo tnac・ulatus interruptt‘s Y. KUR.

Ochodaeus asahinai Y. KUR.
アサ ヒ.ナアカ マダラセンチコガネ

体長約9 mm, 暗褐色でやや長い褐色毛を装う種であ

0chodaeus .aanthomelas (WIED)
タイワンアカマダラセンチコ力'ネ

加藤は上記和名で 0chodae,‘s sp.
として本種を図示している。 なお本

極は墾丁のほか, 埔里附近, 新竹,
Piywai等の記録がある。 (写真5,
図1-2)

写真5 Ochodeus .M n t homelas

(WIED )

Ochodaeus maculat !‘s interrttPi tts Y. KUR.
アカマダラセンチコカーネ (先島・ 台湾E直種)

黒沢は石垣島, 台湾から本illE前を書いている。 また三
輪が 0. ",act,lat,‘s として, 甲仙埔, 阿里山, 恒春,
台東, その他を記録している。  (図1-3)

Ochodaeus formosa-Is Y. KtJR.
タカサコ' アカマダラセンチコガネ*

体長S~ 9 mm で褐色をし灰福色毛を装う極である。

黒沢は島来, 眉原をあげている。  (図1-4)

図1 台湾産0chodaeusの頭部 (黒沢, 1968より)
1- 1.   Och o d a eus a /t a b加 a l Y . K UR.
1-2.   0. :t an thom,elas (W IED)
1-3.   0. macultltus interrup tus Y. KUR.
1 -4. 0 . f o r m osa n u s Y . KU R.

Scarabaeinae タマオシコガネ亜科
本亜科には多数の種が含まれ通常いくつかの族に分け

られている。また, 学者によっては本亜科を科に, 族を
亜科に昇格させるなど区分の変更を試みているが, ここ

では従来から日本で多く採用されているARROW(1931)
- 3 -
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の区分に従っておく。

台湾産 Scarabaeinaeの検索
1 (2) 中基節は広くは離れない。中1連節には1 端刺を有する。

SM ra ae!'m'

2 (l) 中基節は広< 離れている。中脛節には2 端刺を具える。
3 C6ｻ 後附節の基節は第2 節よりかなり長い。
4 C5) 後般はきわめて長く路節は系状。 Sis◆yp1, m
5 (4) 後肢は極端に長< はない。田節は多ll;ｻなりとも平らで次第

に細く なる。 Copr l tli
6 (31 後常節基節は第2 節に比しそれほど長くない。

P a te li ni

1 . Scar abaein i

台湾から2 属の記録があるが,
わしい。

4 (1) 中 節は l 端 。 前胸背後角は広がり角ばって突出する。
やや小型で黒色。 光沢なし。 sinuatus (0Llv.)

(:i:ylmnople1‘rt‘s (Paragymnopteurus) ambigt‘us
JANss. タイワンタマオシコ力'ネ*
台湾よ り記ll交 された種である。 やや大型で紫銅色を帯
びている。加藤や平山の図鑑で G assamens is と して

いたものは本種と考えられるo なおBALTHASARはC;.
assamensis を C. (P ) sinuatusのISS無としている。
霧社, 南山溪などで採集されている。  (写真6 )

G. (P ) tnelanarit‘s HAR. ツヤタマオシコガネ

墾丁や南山漢で採集されているほか, 三輸は台東を記Scarabeusの分布は疑
録している。  (写真 7 )

台湾産 Scarabae ini の検索
1 (2) 前 節を欠く。上翅肩部後方で切り取られない (体が露出

しない)。 Scarabeus L.
2 (l ) 前 節を有する。 上翻は肩部後方で切り取られる。

(i;ytn lople rus lLL.

1 -1 Scarabeus タマオシコガネ属
Scarabetts (Kheper) erichsoni HAR.

コウシュ ンタマオシコカ'ネ

体長21~ 26 mm , l暗一福色で緑~銅色を帶び, 前胸背が密

に強く点刻されている極である。三輪のカタログ(1931)
には載っていないが, 三輪・ 中条のカタログ (1939) お

よび加藤 (1933) が図示している。加藤は『恒春地方に

産するも締』  としている。  また,  農業試験所の標本中

の数取の Scarabe“s sacer を見つけたがラベルは単に
Formosa とあるだけで, 多くの個体は大陸の地名が記

されていた。 おそらく Formosa はラベルの付けまちが
いと思われる。

1-2 GI,nm,op leu r us ヒ ラタマオシコ ガネ属*

野村 (1973) は Paragym,topleurus亜属の3種を記
録している。三輪・ 中条 (1939) はその内の2種と, 疑

間符付きで G. (s. str ) gemmatus を記録し, 加藤は

それを図示しているが gemmatus の分布は疑わしい。

Parag:ymnopleur!ts亜属の3 種はいずれもよく似て
おり同定は容易でない。 人 を好み灯火に飛来する。

台湾産Ggmnop teuru3 (Paraoylnnop leurus) の検索

1(41 中脛節には2端刺を具える。前胸背後角はたいてい, わず
かに広がり実出するのみ。

2 (3) 前胸背の両側はほとんど角ばらない。 黒色で背面は編状光
沢があり, 特に前胸背は上翅より滑らか。

n elana r ius HAR.

3 (2) 前胸背両側は発達し強< 角ばる。 黑色だが紫銅色を帶びる
ことが多く , 背面はほとんど光沢なし。

ambiguas JANSS.

G. (P) sinuatus (0しIV ) クロタマオシコ力'ネ
タマオシ活動は主に午前中に多く見られた。台湾各地
に広く分布し, 蘭嶼や緑島からも得られている。  (写真
8 ) 三輪らも各地から記録。

写真6 GI. ( P ) a lnb iguus JANSS.
写真7 G. ( P ) me lana r加s HAR.
写真8 G. ( P ) s in at us (0LIv .) a- b -

X(;. (s. str ) gemmatt‘s HAR. コプタマオシコガネ
三輪はG granulatt‘s として六 から記録している

が実際に分布するか否かは不明。

4 -
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2.  Sisyphini
Sisuphus  アシナガタマオシコガネ属

三輸・ 中条 (1939) は疑間符を付けながらも 4 種を記

録し, 加藤はそのう
ち l 種を図示してい

るが分布は疑わし

い。農業試験所では

S bou,,r ingiをのぞ
きすべて検すること

ができたが, いずれ

も素木のラベルが付

けられた標本であ

る。

図2 Sisuphus long ipes OLIv. (ARROW, 1931 よリ)

XSisyphus itldicus HAR.
イ ン ドァシナガタマオシコカ'ネ

記録 : f南里 (三輪)

XS1'sy /l“s cωrjngi WHITE
ポウ !J ングァシナ力'タ マオシコカ'ネ

記録: 恒春 (三輪)  (図一加藤)

XSisypl1tus 1ongij)os (0LIV.)
アシナカ- タマオシコガネ

記録 : Akau (三輪)  (図一2)

''Sisypha,s thoracicus SHARP
, ウ トウアシナ力'タマオシコカーネ

記録 : 紅頭嶼 (三輪)
3. Pane l in i

3- l Pane lus マメダルマコガネ属

野村 (1973) は2 新種を記載している。 三論・ 中条

(1939) は P. parvttlus を記録しているが前2種のい
ずれかと同一かもしれない。

Pane lus crenat tts NOM.

コンテイ マメ ダルマ コカーネ*

背面はほとんど無毛で上翅は長幅同等。 尾節板はこま

かく点刻され, 弱く縦に突出することなどで次種と区別

できる。体長約3 mrn。墾丁で得られている。
P maedai NoM.  マエダマメダルマコガネ*
背面は極めて短かい毛を装う。上翅はわずかに巾広い。

尾節板は粗く密に点刻され, こまかい毛を装い弱く突出

する。 体長2. 7~3 mm。 習起湖で得られている。

XP. paroulus (WAT:ERH ) マメダルマコガネ
- 5

記録 : 港ロ (三輪)
3-2 Paraph1; tus  ダルマコガネ属
本邦と共通の1 種が記録されている。

Parapiiytus dentifrons (LEWIS) ダルマコカ'ネ
古くは三輪(1931)がッッ力'タコ力'ネの和名 (あまりこ
の名は体をあらわしていない) で, 新しくは中根(1963)
が記録している。

記録 : 紅頭嶼 (=蘭嶼)  (三輪)

4. Copr ini
台湾から記録のあるCoprint を ARROW (1931) に
より区分すると次のようになる。

台湾産Copriniの検索
1 (2) 前胸背には2 条の側隆起を具える。 Sy,,apsis BATES
2 (1) 前胸背には l 条の側隆起を具える。

3 (4) 前胸背基部の中央附近に2 個のくぼみを有する。 とも

前職節を欠く。 0 ,,i t is F.

413) 前胸背は基部中央附近に2 個のく ぼみなし。
5 a 小楯板を欠く。

6 (9) 上翻は2 側陸起を具える。
7 (8) 触角の第1 節は光る。 Hel iocopr!'s BuRM.
8(7) 触角は全体に軟毛を装う。 Catharsius HOPE.
9 (6) 上 は l 側隆条を具える。
100.11前胸背は基部に構を具える。 Copr is GEOFF.
1100 前胸背基部に強い満はない。
12?i 前脛節先端は内緑に対して直角で, さらに前胸下面前角は

えく'られる。 Caccobit s T HOMS.

l3Cla 前条件のいずれか, または両方とも欠ける。
Ont11ophagt‘s LATR_

14(5) 小紹板を有す。
15110上迅は後緑前で縁毛を装わない。 L iato,lgus REITT_
l6a0 上理は後緑前で緑毛を装ラ。
17a0 節の両側は上方に露出。 Onit ice u us SERV.

l81111 節の両側は上方に露出しない。 (注)
Drcpa,:ocerus KIRBY_

(注) BA LTHAsAR (1963) によれば Dr‘,panoeerus は,,

しばしば小相板が完全に見えない場合があるという。 その

場合は上記の検索は具合が悪いのだが, 台湾から記録され
ている極はよく見えるので一応このままとした。

4 -1 Sgna.psis オオヒーフタダイコクコガネ属*
Copr is-group としては大型でやや扁平な体形で,
の差はほとんどない。従来1 種が知られていたが, 最

近もう1 種分布していることが分った。

Syt!apsis da・t,idi FRM.   ダビデダイコクコカネ

大型 (28~33 mm) で前胸背に低い大きい横隆起を具

える。 海抜500~ l500mの山地に生息し, 牛装や人装に

来集する。南山溪や霧社で見られ,  また三輪は恒春を記

録している。成虫越冬もする。なお, 益本 (1973) の営

巣観察報告がある。  (写真9 , 10)
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S yama GIL.  ヤマダイ ' クコガネ*
前種より小型 (27~29mm ) で前胸背は単純なのです

く-区別がっく。 南山澳で採集されているがきわめて少な

いようである。加藤が前種の として図示しているのは

本種である。  (写真11)

写真9 SI' napsi s d auid i F mf.
写真10 S d ao id i の育 球 (中央[:二2 個見える)
写真11 S ″a lna GIL.

4-2 On i t i s ヒラタダイコクコガネ属

中型で長卵形を してお

り, 前胸背が大きく ,
共に前鑞 l節を欠く。  アジア
南部から南ヨー ッパ, ア

フリカにかけて分布する。

台湾から2 極が三輸(1931)
によって記録されたが疑わ
しい。

写真12 0. p h i lemon (F )
(BALTHAS_ut , 1963より )

XOMilS fa!Catt‘S (WULFEN)
ホリシャ ヒラ タダイコクコカーネ

記録: ;端i里 (三輪)  (図一加藤)
XO. Phi lemon (F ) フィレモンヒラタダイ二tクコガネ

記録: 高雄 (三輪)  (写真12)
4-3 eliocopr is ナンパンダイコクコガネ属

本属は大型で, がっちりとした体格をし, 頭的背に角

~隆起を具えているものが多く , アフリカを中心にアラ

ビアやインド, ジャワ等東南アジアにかけて分布し, 、f
ウの分布と一致しているといわれている。 台湾から1 種

の記録があるが, 真に分布しているとは考えにくい。

Heliocopr is midas (F ) ミ ダスダイ コク コガネ
業試験場の標本は素木のラベルで, 地名が記されて

いない。

記録 : 恒春 (三輪) (図一加藤) :=ナンノ' ンダイコク

4-4  Catharsius  タイワンダイコクコガネ属

Coprisにきわめて近いグループで,  東南アジアから
アフリカまで広く分布する。台湾では C mo1ossMs が

各地で普通に見られるが, 最近は記録にある 2 種の分布

が確認されていない。

Catharstus mo1ossus (L ) タイワンダイコクコガネ

体長23~40mm , 光沢の鈍い黒色をし, 頭胸背には角

~隆起を具えるが, 個体差がある。 牛装を好み直下に10
~40cm の深さの穴を掘り葉を搬び込む。1匯火にも飛来
する。 台湾本島のほか蘭嶼などからも採集されている。

(図一3)

- C

図3 Ca tha rs ms lno1os sus (L ) a ~c- , ll-
(BALTHASAR, 1963 よリ)

'C. pit11ecius (F) ピテシウスダイaクコガネ
前種と同大で, よく似ているが6 の頭頂の角は先端に

向うにつれ前方へ曲っている。 (図4 -2 )
記録 : 阿里山 (三輪)  (図一加藤) なお, 同試験場の
標本は頭部が欠落していて, 同定困難であった。

6 -



写真13 a Jaoanus
L ANSli .

台湾産食装コガネムシ解説(11

C. J'avams LANSB. ジャ
ワダイ コ クコカ'ネ

体長16~22 mm , 黒色で絹

状の鈍い光沢を有し, 頭頂に

1 角と, 前胸背前方に1 対の

大隆起を具える。 (写真13)
(図4 -1 )
記録 : 魚池, 台南, 安平 (三
輸)
農業試験場の標本では, 三

輪のラベルで太平山, 台南,
クラルの個体を検した。 ま

た, 三宅氏所蔵の -1941, Y. YANo も本種と思われ,
台薄に分布するものと考える。

図 4- l Catharsius Jaoaltus LANSB.
-2  a pi thecius (F ) (BALTHASAR. 1963 よリ)

4-5 Copr is ダイコクコガネ属

三輪・ 中条 (1973) は6 種のCopr isを記録している
が, 野村 (1973) はそのうちの3 種と新たに1 種の分布

記録を加えた。また, 加藤の図鑑にはサンポンダイコク

という和名の不明極を含め7 極が図示されているが, 戦

前の記録は検討と整理が必要である。

Copris (s. str ) tripart itus WATERH.
ヒメ ダイ コクコカ'ネ

GILLET (1921) は台湾から, 頭部の角の基部に鋭く

大きい歯状突起を有する, var. forlnosanusを記録し
ているが, はたして 極的なものか否かは不明である。

南山澳で得られているほか, 風凰山 (三輪) の記録もあ
るo

C. (s. str ) fukie,Isis BAL.
フッケンダイコクコガネ*

野村 (1973) が新記録したものであるが, C. (s. str )
act‘tidensによく似ているので, 古い記録では次種と混

同されている場合もあろう。 起湖で得られているo

XC. (s. str ) acut ide,Is MOTS.
コ'ホンダイコ クコガネ

三輪は台北, 七里屯, 甲仙增から記録し, 加藤の図鑑

には台湾があげられている。

・C. (S. St「.) StnlCtiS HOPE
マルガタ コダイ コクコ力'ネ

加藤は上記の和名で図示しているが分布の真疑は不

明。東南アジア ・ 中国南;東に分布。

C. (s. str ) conft‘cit‘s HAR.
タカサコ'コ ダイ コクコカ'ネ

三輪 (1931) はC. conf t‘sius タイワンコダイコク,
三輪・ 中条 (1939) ではC. confuciusおよび同和名,
加藤 (1933) はC. confuciusタカサコ'コダイコクとし
ている。 なお加藤が図示しているもののうち は明らか

に本種ではない。

記録 : 眉原, 安平, 恒春 (三輪)
農業試験所では三輪の眉原16- ｧ  -1937を検したが前述

0. fukiensis の誤りではないかと思う。

'C. (s. str ) ooh!‘s MOTS. ダイコクコ力'ネ
加藤の図鑑に分布地と して掲げられている。

C. (Paracopris) car iniceps FEL.
スジアシダイコクコ力'ネ

体長11~l3mm, 光沢がなく, 頭構前縁は三角に-切れ
込み, 両限間に中央部間 状に高まった隆起を具えてい

る。牛 , 人装に来集する。主に 季に出現するが次極

より少ない。 丁や南山渓, - 等で得られたが, 三輪

は Sokutsuを記録している。  (写真14)

C. (Microcop ris) propinqt‘us FEL.
マメ ダイコクコカーネ

体長10~11 run , 前極にやや似るが光沢があり, 上翅
の条flY  も明  らかで
る。人 で得られる

が, 墾丁では冬期でも

活動していた。 このほ

か, 南山漢, 社など

で得られている。(写真
15) 三輪らも記録して

いるo '

写真14 Cop r i s ca r mi ce i's
また, C・( M)「e◆jlle- F EL

aus(F )コウトウマメ 写真15 a .p rop inauus FEL.

ダイコクコガネの記録があるがこれは, 前述のC. (M)
propinqut‘s に酷似するo 三輪は紅頭嶼から記録してい
るが, 前種の可能性が大きい。最近の標本の中からは本
種を見出せない。

C. (M) propinquusは頭精中央が小さく深く彎入
し両側はまるまった歯状, 上面はごくわずかに金属光沢

- 7 -
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を帶びるのに対し, C. (M) refl前us は頭糖中央がよ
り広く三角に彎入し, 両側はかなり鋭く尖り, 頬の外角

は中央前で鈍くまるまり,  また上面がまったく黒色であ

る点などで区別されているという。 (図5 )
(注)  Co◆pr isの亜属については, 一応BALTHASAR(1963)
に従ったが, まだ必ずしも充分とはいえない。

台湾産Copr isの亞属の区別点
1.  中~大型(まれに小型)。 :照色でたいてい光沢があり, 体
は強くふくらむ。 の性差は顯著。肢は強壮, 中 節

は先端に向け強く広がり, また中後 節も強壮で基部は三
角に広がる。 Subgenus Cop r is

2.  中~小型。わずかに膨隆するか, やや扁平な種を含み,
上面の光沢はないか弱く , ｪ照 , ~黒褐色 ~暗福色。肢は原亜
属にくらぺ, ほつそ l:1している。 頭提は, しばしば特異な

突起を有することがある。
Subgenus Paracopris

3.  小型で強くふくらむ。光沢が強く , 黒色で金属光沢を帶
びる場合がある。 頭賴は普通。 前胸背前角部下面はえく' ら
れる。 Subgenus Mcrocopr!'s

図 5-1 Cop r i s reflexus (F )
5-2  CI. prop inquus F. (BALTiiASAR, 1963 より)

4-6 L ia tong us ツ / コガネ属

2 種の分布記録があるが, そのうちの1 種の分布は疑
わしい。

Liatonglts phanaeoides (WEST ) ツノコガネ

台湾のツノコカーネは日本のそれにく らべ, 概して小

型, やや細長で体のつくりが軟弱, 体下が赤味がかる。
牛 を好み, 500~ 2500m の山地で見られるが, 高地の

個体は日本のものによく似て大型で黒色がかる。 冬期で

も活動していた。 なお三輪の記録では平地があげられて

いるが著者は平地では本種を見たことがない。

部を露出させ, 汚黄色~黄褐色, または褐色で稀に黒色

で明るい色に暗色の救を装うこともある。 小糖阪は明ら

かで上翅は後緑前で剛毛を具える。 の性差はほとん

どない。アフリカからョーロツパ, アジアおよびキュー

バ等から知られるが, 台湾の記録には疑問がある。

XOM'f 加 i i “s aiiipes (F ) コ' マフツノコ力'ネ
体長6.5~9mm , 種黄色で暗色点紋を有する。 ヨーロ

ッパからアジアまで広く分布する種である。 三輸の恒春

の記録がある。 (図7 )

國6 Li atongus Oer tagus (F )
(BALTHASAR, 1963 より)

図7 Onit iceuus pt, u ipes (F )

の爾胸背

(ARROW, 1931 より)

4-8 I) rep anoee rus オニツノコガネ属

中~小型で長型。上面は平圧され, 表面は粗造, 所々
に直立した麟状毛を装う。 小楯板はしは' しばよく見えな

いか, 明確でない (前述)。 アフリカからアジア (イン
ド, 中国など) まで分布する。加藤はオニマグソコカーネ
の和名で1 種を図示しているが, 実際に分;布するかどう
かわからない。

Drepanocert‘s arrou;i BAL.
タカサゴオニツノコガネ*

体長8 ~12 mm 。 前1攝先゚端は切断状で,  外角は小さ
な歯状を呈し, 脛節外縁は4 歯を具えるように見える。

前胸背には特にきわだった角や隆起を具えない。 南山溪

で得られている。  (図8 )

書書書
L tlertagus (F ) ク リ イ、:' ツ ノ コ ガネ

体長7. 5~11 mm ,  暗褐色で頭部と前胸背前方に先端 8 - a
が=又状の角を具える種である。 三輪の;i南里の記録と,
加藤の図鑑で 01utice11t‘s ・oertragus として図示され
ているものがある。  (図一6 )

図8
4-7 -01成 i ce1 lus ツノナシツノコガネ属*
中~やや小型で, 長形, 上翻はやや平圧されj度部の一

- 8 -
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Drep anoeer us a r r ozoi BA L a - 大型, b- 小型
c一 , d同前破節 (BALT:EIASAn, 1963 よリ)

(オニツノコカ'ネ属次回へ続く )


